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集束イオンビーム（ ）を用いた
異種材料界面の解析

はじめに

３ 観察例

集束イオンビーム は、通常微小領域の断面観察や 観察用薄膜試料作製に用いられ
ています。冷却状態で試料加工を行うことで、低融点金属、有機物系の塗膜でも 加工が
可能です。異種材料の接合界面の拡散状態、析出物の実態解明、接合メカニズムや腐食メ
カニズムの解明に威力を発揮します。

溶融亜鉛めっき鋼板の界面の観察例
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： 加速電圧 ～ 像分解能 ＠
像観察： 加速電圧 ～ 像分解能

透過電子顕微鏡像観察可能
による成分分析が可能

通常の 加工では、異相界面でボイドなど
の欠陥が発生し、試料本来の界面が観察で
きません。

当社の 技術は、損傷を発生させることなく加
工でき、ありのままの界面状態を解析すること
ができます。

Technical Report

お問合せはこちら

技術のお問合せ先:研究試験事業所　技術営業部　TEL0439-80-2691

https://www.nstec.nipponsteel.com/inquiry/inquiry01/input/

